
令和 2年 1月 27 日(月) 愛全会グループ教育研修部ニュース「Step Letter」 Vol.12 

発行／愛全会グループ教育研修部 

【連絡先】愛全会グループ教育研修部 愛全病院看護部 （内線）880-3903 発行責任者 山本武文 

【教育研修部】人事部科長村瀬智哉 愛全病院介護科長大滝好美 ｶﾞｰﾃﾞﾝﾊｳｽくりやま介護係長佐藤優 ｻﾝ･ｸﾞﾚｲｽ介護係長（ﾏﾈｰｼﾞｬｰ）渡部正嗣 ﾘﾗｺｰﾄ愛全介護主任阿部友紀 ﾛｰｻﾞｶﾞｰﾃﾞﾝ介護主任彦田雄基 ｻﾝ･ｸﾞﾚｲｽ介護主任（ｼﾆｱﾁｰﾌ）成田法卓 

ｱｰﾄﾋﾙｽ介護ﾘｰﾀﾞｰ安達翔太 ｶﾞｰﾃﾞﾝﾊｳｽくりやま介護ﾘｰﾀﾞｰ伊藤恵大 ｱﾋﾞﾀｰﾚ･ｱﾈｯｸｽ介護ﾘｰﾀﾞｰ（ﾁｰﾌ）加藤稔 ｱｰﾄﾋﾙｽ介護ﾘｰﾀﾞｰ上坂未来奈 ｱﾋﾞﾀｰﾚ介護ﾘｰﾀﾞｰ（ﾁｰﾌ）河原剣吾 ｱｰﾄﾋﾙｽ介護ﾘｰﾀﾞｰ谷内裕輔 

 

   

Vol.12 

1 月 27 日号 

令和元年（2019） 

 
 

愛全会グループ教育研修部 

 

ニュース 
第６回介護職員基本研修 

『伝わる！！コミュニケーション』 
令和元年 11 月 25 日に、愛全病院にて、第６回介護福祉士基本研修『伝わる！！コミュニケ

ーション』を実施いたしました。大滝好美愛全病院介護科長が講師となり、介護職の対人援助

関係におけるコミュニケーションの意義と目的や現場におけるコミュニケーションの役割と

技法について講義を行いました。 

教育研修部の研修に参加希望の職員は各施設の教育研修部メンバーにお伝え下さい。 

事前申し込みなしの研修当日の参加も可能です。 

（愛全会グループの職員は、どなたでも参加可能です。） 

愛全会グループ教育研修部の後の研修ラインナップ
 

 

2019 年 4 月から介護福祉士養成課程が改正されました。1987（昭和 62）年の「社会福祉士

及び介護福祉士法」制定で、名称独占である「介護福祉士」という国家資格が誕生しました。

正式に介護福祉士養成教育が開始されたのは、翌 1988 昭和 63）年のことでした。ですから、

介護福祉士養成教育が始まってから 30 年以上が経過したことになります。 

この間、介護福祉士養成課程は二度の改訂が行われています。1999（平成 11）年、2007（平

成 19）年で、前者は介護保険法の実施に併せて、高齢者領域の科目が強化され、教育時間が 150

時間に延長されました。また、2007（平成 19）年の改正は抜本的な改定でしたこれまでの要請

科目が 3領域に分類され、養成課程が 1800 時間に延長されるという大幅な改正でした。（あと

に医療的ケアが追加され 1850 時間の現在の養成過程となる）。 

今回の改正は、2017（平成 29）年 10 月に公表された、社会保障審議会福祉部福祉人材確保

専門員会の報告書を受けた内容となっています。報告書では、介護人材の構造転換（「まんじゅ

う型」から「富士山型」へ）を図り、「介護福祉士は介護現場の中核を担う役割」であることが

明確に示されました。その役割を担うために、介護福祉士にはどのような機能や能力を求めら

れているのか、といった点が協議された結果、「求められる介護福祉士像」が示されました。こ

の「求められる介護福祉士像」に向かうための介護福祉士養成課程とは、どのようなものであ

るべきなのかが「介護福祉士養成課程における教育内容の見直し委員会」で検討され、その案

が第 13 回社会保障審議会福祉部会福祉人材確保委員会（2018（平成 30）年 2月 15 日）で示さ

れました。 

この改正の主な目的の一部として、「対象者の生活を地域で支えるための実践力の向上」と

「介護過程の実践力の向上」があげられています。実習教育でもこの点が課題となりました。

介護実習の具体的な教育内容のねらいとして「地域における様々な場面において、対象者の生

活を理解し、本人や家族とのコミュニケーションや生活支援を行う基礎的能力を習得する学習

とする。」、「本人の望む生活の実現に向けて、多職種との協働の中で、介護過程を実践する能

力を養う学習とする。」ことがあげられ、教育に含むべき事項として「介護過程の実践的展開」、

「多職種協働の実践」、「地域における生活支援の実践」が示されました。 

 

公益社団法人日本介護福祉士会 介護実習のためのガイドラインより 

『介護福祉士養成課程が改正』 

第７回介護職員基本研修 

『認知症ケア』 
令和元年 12 月 17 日に、愛全病院にて、第７回介

護福祉士基本研修『認知症ケア』を実施いたしまし

た。札幌市認知症介護指導者の稲邉みきローザガー

デン施設長と彦田雄基ローザガーデン介護主任が

講師となり、介護福祉士として、認知症高齢者の QOL

向上に繫がるケアを実践するための、基本的な知識

の講義を行いました。参加者には、認知症の知識を

深め、介護専門職として、「その人」と「その人の認

知症」に目を向けて、個別のケアを実践するための

考え方を学んで頂きました。 

新カリキュラムの５つのポイント 
 2017（平成 29）年 10 月社会保障審議会福祉部福祉人材確保専門員会の報告書を踏まえ、介

護福祉士の養成・教育の内容や方法については下記の 5つの視点から見直しが行われました。

①②は新しく追加された視点、③④⑤は介護福祉士としての専門性の深化につながる視点であり

これまでのカリキュラムを充実する内容となっています。 

 
① チームマネジメント能力を養うための教育内容の充実 

② 対象者の生活を地域で支えるための実践力の向上 

③ 介護過程の実践力の向上 

④ 認知症ケアの実践力の向上 

⑤ 介護と医療の連携を踏まえた実践力の向上 

 

第９回介護職員介護職員基本研修 

『多職種連携のなかでの介護福祉士の役割』 

 
【日時】令和 2年 2月 18 日（火）18:00～19:00 

【場所】リラコート愛全通所リハビリゲストルーム 

【講師】阿部友紀リラコート愛全介護主任 


